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令和4年度の議会新体制決まる 
一　般　質　問 

通学路の安全対策「ゾーン30の指定を広げられないか」 
子ども医療費助成「対象拡大について町長の見解は」 
成年後見制度「相談から申請のワンストップ化を」 

令和3年度政務活動費・議長交際費 
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議議会会だだよよりり  議会だより 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　夕方に公園で遊ぶ子供たちや乳児を連れたお
母さんたちが虫や蚊に追われる姿があるので快
適な空間にして欲しいです。 

（Oさん　下小口地区） 

　町内で空き巣被害などが多く、自動車盗難も
心配。防犯カメラを設置して空き巣や盗難の被
害が減少するようにして欲しいです。 

（Sさん　中小口地区） 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定 
9月 1日（木） 提案説明 
9月 6日（火） 一般質問 
9月 7日（水） 一般質問 
9月 9日（金） 質疑 
9月12日（月） 質疑・委員会付託 
9月14日（水） 総務建設常任委員会 
9月20日（火） 文教福祉常任委員会 
9月27日（火） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大大口口町町議議会会  
ホホーームムペペーージジ  
大口町議会 

ホームページ 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

9月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 

ほほらら、、ここんんななにに大大ききいいののががたたくくささんん採採れれたたよよ！！どどううややっってて食食べべよよううかかなな？？  
（（66月月1166日日　　南南保保育育園園　　じじゃゃががいいもも掘掘りり））  
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ほら、こんなに大きいのがたくさん採れたよ！どうやって食べようかな？ 
（6月16日　南保育園　じゃがいも掘り） おおぐち議会だより　No.233
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こ
の
度
、
5
月
臨
時
会
の

議
長
選
挙
に
て
、
議
員
各
位

の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、
そ
の
職
務
の
重

さ
を
痛
感
し
、
大
変
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
2
年
半
に
も

及
ぶ
中
、
新
た
に
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
国

際
情
勢
の
影
響
に
よ
る
物
価

上
昇
が
加
わ
り
、
住
民
の
皆

様
も
大
き
な
不
安
と
緊
張
感

を
持
っ
た
生
活
を
強
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
議
会
も
議
事
機
関
と
し
て

町
執
行
部
と
協
力
し
、
住
民

の
皆
様
の
生
活
を
最
重
要
視

し
、
こ
の
難
局
に
全
力
で
立

ち
向
か
う
所
存
で
す
。

　
我
々
の
任
期
も
残
り
1
年

を
切
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息

も
見
通
せ
な
い
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
住
民
の
皆
様
方
の

声
を
議
会
に
反
映
で
き
る
よ

う
に
従
来
の
形
に
と
ら
わ
れ

な
い
議
会
報
告
会
、
意
見
交

換
会
を
開
催
し
、
議
会
や
議

員
の
活
動
の
見
え
る
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
開
か
れ
た

議
会
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
の
行
動
は
条

例
や
規
則
に
則
り
、
各
議
員

個
人
の
モ
ラ
ル
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
た
め
、
住
民
に
不
信

感
を
抱
か
れ
な
い
議
会
、
議

員
を
目
指
し
、
政
治
倫
理
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
議
会
改
革
も
進
め
ま
す
。
 

　
住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
町
議
会

の
活
動
や
町
政
に
対
し
ま
し

て
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
4
月
に
町
制
施
行
60

周
年
を
迎
え
た
栄
誉
あ
る
大

口
町
議
会
の
副
議
長
の
大
任

を
拝
し
ま
し
た
こ
と
、
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
ま
す
と
と

も
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
諸
先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
歴
史
と
伝
統
を
胸
に
、

副
議
長
と
し
て
議
長
の
補
佐

に
全
力
を
傾
け
、
議
会
の
公

正
・
公
平
で
民
主
的
な
議
会

運
営
に
努
め
な
が
ら
、
情
報

公
開
、
町
民
参
加
を
更
に
推

進
す
る
こ
と
で
、
町
民
の
皆

様
か
ら
の
負
託
と
信
頼
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
皆
さ
ま
方
に
は
今
後
よ
り

一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
副
議
長
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

議
長
あ
い
さ
つ
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三（
5
期
目
）

　
所
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会

　
総
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会

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

令
和
4
年
度

議
会
新
体
制
決
ま
る

　
5
月
9
日
か
ら
12
日
ま
で
の
会
期
で
臨
時
会
を
開
催

し
、
正
副
議
長
を
は
じ
め
、
常
任
委
員
会
等
委
員
長
の

任
期
満
了
等
に
伴
う
新
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。

（
正
副
議
長
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
1
年
、
常
任
委
員

会
委
員
長
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
は
条
例
に
よ

り
1
年
の
任
期
で
す
。
）

常任委員会等の構成 

一部事務組合等議会の構成 
本町が加入する各一部事務組合等の議会へ大口町議会の代表として次の議員を選出。
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ち
 

ぞ
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副
議
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江
口
　
昌
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2
期
目
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広
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任
委
員
会

　
議
会
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営
委
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え
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委員会名称 
常任委員会 

常任委員会 

総務建設 文教福祉 議会広聴広報 
議会運営委員会 

活 動 方 針  

委 員 長  

副 委 員 長  

委 員  

町内企業視察 
勉強会の実施 

町有施設視察 
勉強会の実施 

議会モニター制度 
研究 勉強会の実施 

岡　孝夫 

江口昌史 

江幡満世志 

鈴木和江 

酒井正宗 

丹羽　孝 

丹羽　勉 

齊木一三 

佐名かよ子 

船戸光夫 

伊藤　浩 

丹羽　勉 

倉知敏美 

大竹伸一 

船戸光夫 

吉田　正 

佐名かよ子 

近藤時男 

伊藤　浩 

倉知敏美 

齊木一三 

丹羽　孝 

岡　孝夫 

江幡満世志 

佐名かよ子 

江口昌史 

船戸光夫 

大竹伸一 

－ 

丹羽　勉 

江幡満世志 

岡　孝夫 

江口昌史 

伊藤　浩 

倉知敏美 

－ 

－ 

※複数の委員会に所属する議員がいるため議員定数15人と一致しません。 

丹
羽
広
域
事
務
組
合（
水
道
・
消
防
）

江幡満世志 

岡　孝夫 

大竹伸一 

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合（
ご
み
処
理
）

近藤時男 

酒井正宗 

丹羽　孝 

愛
北
広
域
事
務
組
合（
し
尿
・
火
葬
）

江幡満世志 

丹羽　孝 

倉知敏美 

尾
張
北
部
環
境
組
合（
新
ご
み
処
理
）

酒井正宗 尾
張
水
害
予
防
組
合（
水
害
予
防
）

5月臨時会の概要 

5月臨時会を5月9日から12日までの4日間の会期で開催しました。

○町提出（6議案）　大口町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正ほか5議案 

【全会一致で可決】大口町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正ほか3議案 

【賛成多数で可決】令和4年度一般会計補正予算（第1号）ほか1議案 

　※賛否の分かれた議案の詳細については6ページをご覧ください。
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副
議
長
あ
い
さ
つ
 

江
口
　
昌
史（
2
期
目
）
 

 

　
所
属
委
員
会
 

　
　
　
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
 

　
　
　
　
議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会
 

　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
 

え
 
ぐ
ち
 

ま
さ
 
し
 

委員会名称 
常任委員会 

常任委員会 

総務建設 文教福祉 議会広聴広報 
議会運営委員会 

活 動 方 針  

委 員 長  

副 委 員 長  

委 員  

町内企業視察 
勉強会の実施 

町有施設視察 
勉強会の実施 

議会モニター制度 
研究 勉強会の実施 

岡　孝夫 

江口昌史 

江幡満世志 

鈴木和江 

酒井正宗 

丹羽　孝 

丹羽　勉 

齊木一三 

佐名かよ子 

船戸光夫 

伊藤　浩 

丹羽　勉 

倉知敏美 

大竹伸一 

船戸光夫 

吉田　正 

佐名かよ子 

近藤時男 

伊藤　浩 

倉知敏美 

齊木一三 

丹羽　孝 

岡　孝夫 

江幡満世志 

佐名かよ子 

江口昌史 

船戸光夫 

大竹伸一 

－ 

丹羽　勉 

江幡満世志 

岡　孝夫 

江口昌史 

伊藤　浩 

倉知敏美 

－ 

－ 

※複数の委員会に所属する議員がいるため議員定数15人と一致しません。 

丹
羽
広
域
事
務
組
合（
水
道
・
消
防
） 

江幡満世志 

岡　孝夫 

大竹伸一 

江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合（
ご
み
処
理
） 

近藤時男 

酒井正宗 

丹羽　孝 

愛
北
広
域
事
務
組
合（
し
尿
・
火
葬
） 

江幡満世志 

丹羽　孝 

倉知敏美 

尾
張
北
部
環
境
組
合（
新
ご
み
処
理
） 

酒井正宗 尾
張
水
害
予
防
組
合（
水
害
予
防
） 

5月臨時会の概要 

5月臨時会を5月9日から12日までの4日間の会期で開催しました。 

○町提出（6議案）　大口町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正ほか5議案 

　【全会一致で可決】大口町議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正ほか3議案 

　【賛成多数で可決】令和4年度一般会計補正予算（第1号）ほか1議案 

　※賛否の分かれた議案の詳細については6ページをご覧ください。 
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問 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

6月定例会の概要 
6月定例会を6月2日から21日までの20日間の会期で開催しました。 

○町提出（11議案）　令和4年度一般会計補正予算（第2号）ほか10議案 

　【全会一致で可決】令和4年度一般会計補正予算（第2号）ほか8議案 

　【賛成多数で可決】下水道条例の一部改正についてほか1議案 

　※賛否の分かれた議案の詳細については6ページをご覧ください。 

○議員提出（2議案） 

　【全会一致で可決】インボイス制度導入後もシルバー人材センターの安定的な事業運営が可能となる 

　【全会一致で可決】特例措置の実施を求める意見書提出についてほか1議案 

○一般質問　7人の議員が町政全般にわたり質問しました。【関連記事7～14ページ】 

○請願　2件の請願を審議し、1件を採択しました。【関連記事6ページ】 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑、及び
総務建設、文教福祉の各常
任委員会での主な質疑を掲
載します。 

質疑
あれこれ

固
定
資
産
税
の
関
係
で
、

D
V
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
記
載
が
あ
る
が
、
今
回
の

改
正
の
経
緯
は
。
 

 

令
和
3
年
に
不
動
産
登

記
法
が
改
正
さ
れ
、
所
有
者

不
明
土
地
発
生
予
防
の
た
め
、

相
続
登
記
や
住
所
等
の
変
更

登
記
が
義
務
化
に
な
っ
た
。

D
V
被
害
者
も
そ
の
対
象
に

な
る
た
め
、
保
護
措
置
が
法

制
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
。
 

下
水
道
料
金
の
改
定
に

よ
り
、
町
内
の
一
般
家
庭
で

は
平
均
で
ど
の
程
度
増
え
る

の
か
。
 

 

平
均
的
な
1
世
帯
あ
た

り
の
人
数
は
3
・
1
人
で
、

使
用
水
量
は
41
裙
。
こ
れ
を

基
に
算
出
す
る
と
6
4
6
円
、

16
%
（
2
か
月
あ
た
り
）
増

え
る
見
込
み
。
 

 

今
回
の
改
定
で
増
え
た

収
入
は
ど
の
よ
う
に
使
う
の

か
。
  

年
間
で
約
3
9
0
0
万

円
増
え
る
見
込
み
で
、
施
設

の
更
新
費
用
や
借
入
金
の
利

息
に
充
て
る
こ
と
に
な
る
。
 

 

固
定
資
産
税
が
1
億
2

千
万
円
増
え
る
と
の
こ
と
。

降
っ
て
湧
い
た
お
金
み
た
い

な
も
の
な
の
で
、
ぜ
ひ
有
効

に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ

の
増
え
た
分
に
対
す
る
使
い

方
は
。
 

 

基
本
的
に
固
定
資
産
税

は
特
定
の
も
の
に
充
て
る
財

源
で
は
な
い
。
 

　
税
収
の
増
加
に
よ
り
基
金

の
繰
り
入
れ
や
地
方
債
の
借

入
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
お
り
、
今
回
は
そ
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
。
 

交
付
金
の
使
い
み
ち
に

制
限
は
あ
る
の
か
。
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
や
停
滞
し
た
経
済
の
活
性

化
な
ど
で
あ
れ
ば
良
い
。
具

体
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
た
め
、
対
象
と
な
る

用
途
は
広
い
。
 

 

交
付
金
は
市
町
村
が
自

由
に
使
え
る
お
金
と
い
う
解

釈
で
よ
い
か
。
 

 

国
に
事
業
計
画
を
出
し
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
自
由
度
は
比

較
的
高
い
と
言
え
る
。
 

 

4
月
か
ら
給
食
費
が
値

上
が
り
し
て
い
る
が
、
そ
の

分
は
国
の
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
町
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
 

　
今
後
の
物
価
上
昇
に
よ
り

現
状
を
維
持
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
の
対
応
は
。
 

 

今
年
4
月
の
値
上
げ
は
、

将
来
の
物
価
上
昇
分
を
多
少

見
込
ん
で
い
る
が
、
更
に
厳

し
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を

見
な
が
ら
個
別
包
装
し
て
い

た
パ
ン
な
ど
を
従
来
の
よ
う

に
包
装
し
な
い
こ
と
で
費
用

を
抑
え
対
応
し
た
い
。
 

下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
7
万
5
千
円
は
、
旧
大

口
交
番
跡
地
の
交
番
敷
地
解

除
に
伴
う
精
算
分
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
の
旧
交
番
跡
地

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

 

現
段
階
で
は
未
定
だ
が
、

町
道
役
場
前
線
の
整
備
が
完

了
す
る
と
交
通
量
が
増
え
る

可
能
性
が
あ
り
、
バ
ス
の
待

機
所
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
、

道
路
整
備
完
了
後
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

現在はコロナ対策でパンとフルーツが個別包装に
なっています 

左：現在の町道役場前線のバス停（右
側手前）付近の様子。町道小口線（左
側奥）と接続することで交通量の増
加が予想されます 

右：現在の交番跡地の様子。現在は
防草シートが張られていますが、土
地の有効活用が求められます 

下水道料金（税抜）の比較 
（2か月分） （単位：裙・円） 

施行日前から継続して使用する場
合は5年7月1日検針分から適用 

補
正
予
算
 

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
記

載
事
項
の
追
加
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
、
固
定
資
産

税
に
お
け
る
登
記
所
か
ら
町
へ
の
通
知
事
項
拡
大
に
伴
う

対
応
な
ど
、
必
要
な
改
正
を
行
い
ま
す
。
 

D
V
被
害
者
保
護
の
記
載
の
経
緯
は
 

増
え
た
税
収
の
有
効
活
用
は
 

旧
大
口
交
番
の
跡
地
利
用
は
 

学
校
給
食
の
物
価
上
昇
対
策
は
 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
い
み
ち
は
 

増
収
分
の
使
い
み
ち
は
 

一
般
家
庭
の
負
担
は
ど
う
な
る
か
 

　
下
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
と
下
水
道
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
を
行
い
、
ま
た
使
用
者
間
の
不
公
平
さ
を
無
く

す
た
め
、
下
水
道
使
用
料
を
見
直
し
ま
す
。
（
5
年
4
月
か

ら
施
行
）
 

条
例
の
改
正
 

地
方
税
法
改
正
に
伴
う
改
正
 

（
税
条
例
等
の
一
部
改
正
）
 

下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
 

（
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
）
 

一
般
会
計
補
正
（
第
3
号
）
 

5 

10 

20 

30 

40 

50

1,428 

1,428 

1,428 

2,468 

3,508 

4,698

現行 水量 
1,175 

（－253） 
1,530 

（＋102） 
2,240 

（＋812） 
3,180 

（＋712） 
4,120 

（＋612） 
5,060 

（＋362） 

改定後 
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問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 
6月定例会の概要 

6月定例会を6月2日から21日までの20日間の会期で開催しました。 

○町提出（11議案）　令和4年度一般会計補正予算（第2号）ほか10議案 

　【全会一致で可決】令和4年度一般会計補正予算（第2号）ほか8議案 

　【賛成多数で可決】下水道条例の一部改正についてほか1議案 

　※賛否の分かれた議案の詳細については6ページをご覧ください。 

○議員提出（2議案） 

　【全会一致で可決】インボイス制度導入後もシルバー人材センターの安定的な事業運営が可能となる 

　【全会一致で可決】特例措置の実施を求める意見書提出についてほか1議案 

○一般質問　7人の議員が町政全般にわたり質問しました。【関連記事7～14ページ】 

○請願　2件の請願を審議し、1件を採択しました。【関連記事6ページ】 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑、及び
総務建設、文教福祉の各常
任委員会での主な質疑を掲
載します。 

質疑
あれこれ

固
定
資
産
税
の
関
係
で
、

D
V
被
害
者
の
保
護
に
関
す

る
記
載
が
あ
る
が
、
今
回
の

改
正
の
経
緯
は
。
 

 

令
和
3
年
に
不
動
産
登

記
法
が
改
正
さ
れ
、
所
有
者

不
明
土
地
発
生
予
防
の
た
め
、

相
続
登
記
や
住
所
等
の
変
更

登
記
が
義
務
化
に
な
っ
た
。

D
V
被
害
者
も
そ
の
対
象
に

な
る
た
め
、
保
護
措
置
が
法

制
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
。
 

下
水
道
料
金
の
改
定
に

よ
り
、
町
内
の
一
般
家
庭
で

は
平
均
で
ど
の
程
度
増
え
る

の
か
。
 

 

平
均
的
な
1
世
帯
あ
た

り
の
人
数
は
3
・
1
人
で
、

使
用
水
量
は
41
裙
。
こ
れ
を

基
に
算
出
す
る
と
6
4
6
円
、

16
%
（
2
か
月
あ
た
り
）
増

え
る
見
込
み
。
 

 

今
回
の
改
定
で
増
え
た

収
入
は
ど
の
よ
う
に
使
う
の

か
。
  

年
間
で
約
3
9
0
0
万

円
増
え
る
見
込
み
で
、
施
設

の
更
新
費
用
や
借
入
金
の
利

息
に
充
て
る
こ
と
に
な
る
。
 

 

固
定
資
産
税
が
1
億
2

千
万
円
増
え
る
と
の
こ
と
。

降
っ
て
湧
い
た
お
金
み
た
い

な
も
の
な
の
で
、
ぜ
ひ
有
効

に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
こ

の
増
え
た
分
に
対
す
る
使
い

方
は
。
 

 

基
本
的
に
固
定
資
産
税

は
特
定
の
も
の
に
充
て
る
財

源
で
は
な
い
。
 

　
税
収
の
増
加
に
よ
り
基
金

の
繰
り
入
れ
や
地
方
債
の
借

入
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
お
り
、
今
回
は
そ
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
。
 

交
付
金
の
使
い
み
ち
に

制
限
は
あ
る
の
か
。
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
や
停
滞
し
た
経
済
の
活
性

化
な
ど
で
あ
れ
ば
良
い
。
具

体
的
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
た
め
、
対
象
と
な
る

用
途
は
広
い
。
 

 

交
付
金
は
市
町
村
が
自

由
に
使
え
る
お
金
と
い
う
解

釈
で
よ
い
か
。
 

 

国
に
事
業
計
画
を
出
し
、

そ
れ
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
自
由
度
は
比

較
的
高
い
と
言
え
る
。
 

 

4
月
か
ら
給
食
費
が
値

上
が
り
し
て
い
る
が
、
そ
の

分
は
国
の
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
町
が
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
 

　
今
後
の
物
価
上
昇
に
よ
り

現
状
を
維
持
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
の
対
応
は
。
 

 

今
年
4
月
の
値
上
げ
は
、

将
来
の
物
価
上
昇
分
を
多
少

見
込
ん
で
い
る
が
、
更
に
厳

し
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
を

見
な
が
ら
個
別
包
装
し
て
い

た
パ
ン
な
ど
を
従
来
の
よ
う

に
包
装
し
な
い
こ
と
で
費
用

を
抑
え
対
応
し
た
い
。
 

下
水
道
事
業
受
益
者
負

担
金
7
万
5
千
円
は
、
旧
大

口
交
番
跡
地
の
交
番
敷
地
解

除
に
伴
う
精
算
分
と
い
う
こ

と
だ
が
、
こ
の
旧
交
番
跡
地

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う

に
活
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。
 

 

現
段
階
で
は
未
定
だ
が
、

町
道
役
場
前
線
の
整
備
が
完

了
す
る
と
交
通
量
が
増
え
る

可
能
性
が
あ
り
、
バ
ス
の
待

機
所
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
た
め
、

道
路
整
備
完
了
後
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

現在はコロナ対策でパンとフルーツが個別包装に
なっています 

左：現在の町道役場前線のバス停（右
側手前）付近の様子。町道小口線（左
側奥）と接続することで交通量の増
加が予想されます 

右：現在の交番跡地の様子。現在は
防草シートが張られていますが、土
地の有効活用が求められます 

下水道料金（税抜）の比較 
（2か月分） （単位：裙・円） 

施行日前から継続して使用する場
合は5年7月1日検針分から適用 

補
正
予
算
 

　
地
方
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
記

載
事
項
の
追
加
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
、
固
定
資
産

税
に
お
け
る
登
記
所
か
ら
町
へ
の
通
知
事
項
拡
大
に
伴
う

対
応
な
ど
、
必
要
な
改
正
を
行
い
ま
す
。
 

D
V
被
害
者
保
護
の
記
載
の
経
緯
は
 

増
え
た
税
収
の
有
効
活
用
は
 

旧
大
口
交
番
の
跡
地
利
用
は
 

学
校
給
食
の
物
価
上
昇
対
策
は
 

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
い
み
ち
は
 

増
収
分
の
使
い
み
ち
は
 

一
般
家
庭
の
負
担
は
ど
う
な
る
か
 

　
下
水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
と
下
水
道
施
設
の
適
正
な

維
持
管
理
を
行
い
、
ま
た
使
用
者
間
の
不
公
平
さ
を
無
く

す
た
め
、
下
水
道
使
用
料
を
見
直
し
ま
す
。
（
5
年
4
月
か

ら
施
行
）
 

条
例
の
改
正
 

地
方
税
法
改
正
に
伴
う
改
正
 

（
税
条
例
等
の
一
部
改
正
）
 

下
水
道
使
用
料
の
見
直
し
 

（
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
）
 

一
般
会
計
補
正
（
第
3
号
）
 

5 

10 

20 

30 

40 

50

1,428 

1,428 

1,428 

2,468 

3,508 

4,698

現行 水量 
1,175 

（－253） 
1,530 

（＋102） 
2,240 

（＋812） 
3,180 

（＋712） 
4,120 

（＋612） 
5,060 

（＋362） 

改定後 
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賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  賛否の分かれた議案 

一
　
般 

質
　
問 

7議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

ああれれかからら どどううななっったた??ああれれかからら どどううななっったた??

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町町政政をを問問うう  町町政政をを問問うう  一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

関係者間で情報共有を図り、適切な福祉サービ
ス等を提供できるような取り組みはできないか。 
 
国も3年3月にプロジェクトチームを発足
させ、具体的な対策が議論され始めた。
今後は国の検討内容を注視しながら、各
関係部署と情報を共有し連携を図りたい。 

佐
名
か
よ
子
 

令
和
3
年
6
月
定
例
会
 

ヤングケアラー問題　 
適切な福祉サービスの提供を 

問 

答 

役所が抱えている様々な課題解
決に向け、町内企業等との協議
の場を設定し、双方の強みを生か
しながら連携を進めてはどうか。 
 
包括連携協定締結に関わらず、まちの
課題解決に向け、町内企業との連携に
ついて、「協議の場」の創設を検討する。 

岡
　
孝
夫
 

町内企業と連携し、まちの課題解決を 

問 

答 

4年3月に愛知県が実施したヤングケアラー実
態調査の結果が公表され、今後、国の方針を見
ながら県とともに調査結果を基にして対応を検
討していく。 

質問者の満足度 ヤングケアラーをいち早く
見つけるため、子供と接点
の多い教育関係者ら周囲
の人たちが理解を深めてい
ただき支援をお願いします。 

個別の案件について町内企業との連携が進め
られている部分もあるが、複数の企業に関わる

「協議の場」の創設は検討内容も多岐に渡るこ
ともあり、現在のところ実現には至っていない。 

質問者の満足度 調査・研究の上、町内
各社の特色・強み等を
生かした更なる 協働・
連携を目指すための
取り組みに期待します。 

こ
う
な
っ
た
 

江口昌史 

鈴木和江 

佐名かよ子 

江幡満世志 

丹羽　勉 

岡　孝夫 

吉田　正 

コミュニティバス　乗車料金のキャッシュレス化は 
通学路の安全対策　ゾーン30の指定を広げられないか 

マイナンバーカード　普及率向上の本町の取り組みは 
県道愛岐南北線の完成予定時期は 

子ども医療費助成　通院の対象年齢の拡大は 
保育業務支援システムの導入は 

住民の生活支援　上下水道料金の軽減を 
子どもの権利条例の完成予定は 

子ども医療費助成　対象拡大について町長の見解は 
生活道路の安全確保対策は 

自転車乗用中の交通事故死傷者数　ワースト4だが庁内の情報共有は 
歩行者の安全対策　横断者注意喚起灯等の新設は 

成年後見制度　相談から申請のワンストップ化を 
難病患者支援　タクシー助成の所得制限撤廃を 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13 

P14

・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

YouTube 
チャンネル名 

「大口町議会」 

大口町 
ホームページ 

「一般質問」 

さ な こ 

え ばた みつ よ し 

すず き かず え 

に わ つとむ 

え ぐち まさ し 

おか たか お 

よし だ ただし 

　
6
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
2
件
の
請
願
と
13
件
の
陳

情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
採
択
さ
れ

た
も
の
だ
け
を
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
他
の
請
願
、
陳
情
の
件

名
に
つ
い
て
は
議
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
（
下
記
参
照
）
 

 

【
　
請
　
　
願
　
】
 

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
も

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能

と
な
る
特
例
措
置
の
実
施
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
 

（
採
択
） 

請
願
者
 

　
公
益
社
団
法
人
 

　
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
 

　
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
 

　
会
長
　
宮
地
弘
信
 

紹
介
議
員
 

近
藤
時
男
  

【
　
陳
　
　
情
　
】
 

 

地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

　
春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
 

　
実
行
委
員
会
 

代
表
　
西
尾
美
沙
子
  

　
採
択
し
た
請
願
、
陳
情
で

提
出
を
求
め
ら
れ
た
意
見
書

は
、
6
月
21
日
付
で
、
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る

国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。
 

 

請
願
・
陳
情 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 
大口町ホームページ　⇒　町議会 

⇒　請願、陳情一覧 

請願・陳情の 
審査結果等は 

こちらをご覧ください。 

① 
② 
③ 
④ 

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○＝賛成、×＝反対　※議長は採決に加わらないため空欄。 

職
員
給
の
減
額
に
反
対
 

江
幡
満
世
志
 

　
昨
年
12
月
に
減
ら
さ
な
か

っ
た
自
治
体
に
は
特
例
で
6

月
の
期
末
手
当
を
調
整
を
す

る
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
。
 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
各
種
給

付
金
な
ど
の
事
務
で
一
番
苦

労
し
た
の
は
自
治
体
の
職
員
。
 

　
国
に
よ
る
押
し
付
け
に
は

断
固
抗
議
す
べ
き
。
 

　
昨
年
8
月
の
人
事
院
勧
告

（
以
下
、
人
勧
）
に
基
づ
き

国
家
公
務
員
の
期
末
手
当
（
ボ

ー
ナ
ス
）
が
減
額
さ
れ
た
た

め
、
国
に
準
じ
て
町
職
員
の

期
末
手
当
も
減
額
。
 

　
人
勧
に
基
づ
く
職
員
等
の

期
末
手
当
の
減
額
の
ほ
か
、

4
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
調
整
な
ど
を
計
上
。
 

　
討
論
要
旨
は
①
と
同
様
の

た
め
省
略
。
 

　
増
収
に
よ
る
財
源
の
調
整

や
昨
年
度
の
子
育
て
世
帯
特

別
給
付
金
の
精
算
に
よ
る
返

還
金
な
ど
を
計
上
。
 

　
下
水
道
事
業
の
健
全
な
経

営
と
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
、
ま
た
使
用
者
間
の
不
公

平
さ
を
無
く
す
た
め
、
下
水

道
使
用
料
を
改
定
す
る
。
 

反
対
 

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応
 

江
口
昌
史
 

　
本
町
は
以
前
か
ら
人
勧
に

基
づ
い
た
職
員
給
与
の
改
正

を
行
っ
て
い
る
。
 

　
民
間
の
給
与
水
準
に
準
じ

た
改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、

整
合
性
は
保
た
れ
て
い
る
。
 

賛
成
 

①
職
員
給
与
条
例
一
部
改
正
 

③
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
 

改
定
時
期
の
見
直
し
を
 

江
幡
満
世
志
 

　
使
用
料
の
改
定
は
適
切
と

考
え
る
が
、
現
在
の
物
価
高

等
の
社
会
情
勢
に
照
ら
し
、

改
定
時
期
を
見
直
す
べ
き
。
 

 反
対
 

安
定
し
た
施
設
維
持
に
必
要
 

江
口
昌
史
 

　
安
定
し
た
施
設
の
維
持
管

理
の
た
め
に
も
、
下
水
道
経

営
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
た

よ
う
に
早
期
の
改
定
が
望
ま

し
い
。
 

賛
成
 

②
4
年
度
一
般
会
計
 

補
正
予
算（
第
1
号
） 

小
回
り
の
利
い
た
生
活
支
援
を
 

江
幡
満
世
志
 

　
固
定
資
産
税
1
億
2
千
万

円
の
増
収
で
基
金
の
繰
入
れ

と
借
入
金
を
約
7
千
万
円
減

ら
す
の
は
良
い
が
、
残
り
を

物
価
高
騰
対
策
に
使
っ
て
も

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
国
の
コ
ロ
ナ
対
応

臨
時
交
付
金
の
活
用
で
生
ま

れ
た
財
源
で
新
規
の
生
活
支

援
策
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。
 

反
対
 

将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
 

江
口
昌
史
 

　
固
定
資
産
税
は
そ
の
使
途

を
限
定
さ
れ
な
い
一
般
財
源

で
あ
り
、
今
回
は
増
収
分
を

そ
の
ま
ま
使
う
の
で
は
な
く
、

基
金
の
繰
入
れ
や
借
入
の
予

算
を
減
額
し
、
将
来
世
代
の

負
担
を
減
ら
す
な
ど
適
切
な

対
応
が
さ
れ
て
い
る
。
 

賛
成
 

④
4
年
度
一
般
会
計
 

補
正
予
算（
第
3
号
） 

【5月臨時会】職員の給与に関する条例の一部改正 
【5月臨時会】令和4年度一般会計補正予算（第1号） 
【6月定例会】下水道条例の一部改正 
【6月定例会】令和4年度一般会計補正予算（第3号） 

吉
田
 

江
幡
 

佐
名
 

鈴
木
 

近
藤
 

江
口
 

船
戸
 

岡
 

酒
井
 

大
竹
 

伊
藤
 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊
木
 

倉
知
 

議　案　等　名　称 

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

欠
席
 

がんばれ 

がんばれ 
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賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  賛否の分かれた議案 

一
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質
　
問 

7議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

ああれれかからら どどううななっったた??ああれれかからら どどううななっったた??

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町町政政をを問問うう  町町政政をを問問うう  一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

関係者間で情報共有を図り、適切な福祉サービ
ス等を提供できるような取り組みはできないか。 
 
国も3年3月にプロジェクトチームを発足
させ、具体的な対策が議論され始めた。
今後は国の検討内容を注視しながら、各
関係部署と情報を共有し連携を図りたい。 

佐
名
か
よ
子
 

令
和
3
年
6
月
定
例
会
 

ヤングケアラー問題　 
適切な福祉サービスの提供を 

問 

答 

役所が抱えている様々な課題解
決に向け、町内企業等との協議
の場を設定し、双方の強みを生か
しながら連携を進めてはどうか。 
 
包括連携協定締結に関わらず、まちの
課題解決に向け、町内企業との連携に
ついて、「協議の場」の創設を検討する。 

岡
　
孝
夫
 

町内企業と連携し、まちの課題解決を 

問 

答 

4年3月に愛知県が実施したヤングケアラー実
態調査の結果が公表され、今後、国の方針を見
ながら県とともに調査結果を基にして対応を検
討していく。 

質問者の満足度 ヤングケアラーをいち早く
見つけるため、子供と接点
の多い教育関係者ら周囲
の人たちが理解を深めてい
ただき支援をお願いします。 

個別の案件について町内企業との連携が進め
られている部分もあるが、複数の企業に関わる

「協議の場」の創設は検討内容も多岐に渡るこ
ともあり、現在のところ実現には至っていない。 

質問者の満足度 調査・研究の上、町内
各社の特色・強み等を
生かした更なる 協働・
連携を目指すための
取り組みに期待します。 

こ
う
な
っ
た
 

江口昌史 

鈴木和江 

佐名かよ子 

江幡満世志 

丹羽　勉 

岡　孝夫 

吉田　正 

コミュニティバス　乗車料金のキャッシュレス化は 
通学路の安全対策　ゾーン30の指定を広げられないか 

マイナンバーカード　普及率向上の本町の取り組みは 
県道愛岐南北線の完成予定時期は 

子ども医療費助成　通院の対象年齢の拡大は 
保育業務支援システムの導入は 

住民の生活支援　上下水道料金の軽減を 
子どもの権利条例の完成予定は 

子ども医療費助成　対象拡大について町長の見解は 
生活道路の安全確保対策は 

自転車乗用中の交通事故死傷者数　ワースト4だが庁内の情報共有は 
歩行者の安全対策　横断者注意喚起灯等の新設は 

成年後見制度　相談から申請のワンストップ化を 
難病患者支援　タクシー助成の所得制限撤廃を 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13 

P14
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・ 

・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・ 

YouTube 
チャンネル名 

「大口町議会」 

大口町 
ホームページ 

「一般質問」 

さ な こ 

え ばた みつ よ し 

すず き かず え 

に わ つとむ 

え ぐち まさ し 

おか たか お 

よし だ ただし 

　
6
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
2
件
の
請
願
と
13
件
の
陳

情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
、
採
択
さ
れ

た
も
の
だ
け
を
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
他
の
請
願
、
陳
情
の
件

名
に
つ
い
て
は
議
会
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
（
下
記
参
照
）
 

 

【
　
請
　
　
願
　
】
 

 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
も

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能

と
な
る
特
例
措
置
の
実
施
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
請
願
 

（
採
択
） 

請
願
者
 

　
公
益
社
団
法
人
 

　
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
 

　
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
 

　
会
長
　
宮
地
弘
信
 

紹
介
議
員
 

近
藤
時
男
  

【
　
陳
　
　
情
　
】
 

 

地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

　
春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
 

　
実
行
委
員
会
 

代
表
　
西
尾
美
沙
子
  

　
採
択
し
た
請
願
、
陳
情
で

提
出
を
求
め
ら
れ
た
意
見
書

は
、
6
月
21
日
付
で
、
内
閣

総
理
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る

国
の
関
係
機
関
に
提
出
し
ま

し
た
。
 

 

請
願
・
陳
情 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 
大口町ホームページ　⇒　町議会 

⇒　請願、陳情一覧 

請願・陳情の 
審査結果等は 

こちらをご覧ください。 

① 
② 
③ 
④ 

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○＝賛成、×＝反対　※議長は採決に加わらないため空欄。 

職
員
給
の
減
額
に
反
対
 

江
幡
満
世
志
 

　
昨
年
12
月
に
減
ら
さ
な
か

っ
た
自
治
体
に
は
特
例
で
6

月
の
期
末
手
当
を
調
整
を
す

る
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
。
 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
各
種
給

付
金
な
ど
の
事
務
で
一
番
苦

労
し
た
の
は
自
治
体
の
職
員
。
 

　
国
に
よ
る
押
し
付
け
に
は

断
固
抗
議
す
べ
き
。
 

　
昨
年
8
月
の
人
事
院
勧
告

（
以
下
、
人
勧
）
に
基
づ
き

国
家
公
務
員
の
期
末
手
当
（
ボ

ー
ナ
ス
）
が
減
額
さ
れ
た
た

め
、
国
に
準
じ
て
町
職
員
の

期
末
手
当
も
減
額
。
 

　
人
勧
に
基
づ
く
職
員
等
の

期
末
手
当
の
減
額
の
ほ
か
、

4
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
人

件
費
の
調
整
な
ど
を
計
上
。
 

　
討
論
要
旨
は
①
と
同
様
の

た
め
省
略
。
 

　
増
収
に
よ
る
財
源
の
調
整

や
昨
年
度
の
子
育
て
世
帯
特

別
給
付
金
の
精
算
に
よ
る
返

還
金
な
ど
を
計
上
。
 

　
下
水
道
事
業
の
健
全
な
経

営
と
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
、
ま
た
使
用
者
間
の
不
公

平
さ
を
無
く
す
た
め
、
下
水

道
使
用
料
を
改
定
す
る
。
 

反
対
 

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
対
応
 

江
口
昌
史
 

　
本
町
は
以
前
か
ら
人
勧
に

基
づ
い
た
職
員
給
与
の
改
正

を
行
っ
て
い
る
。
 

　
民
間
の
給
与
水
準
に
準
じ

た
改
正
が
行
わ
れ
て
お
り
、

整
合
性
は
保
た
れ
て
い
る
。
 

賛
成
 

①
職
員
給
与
条
例
一
部
改
正
 

③
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
 

改
定
時
期
の
見
直
し
を
 

江
幡
満
世
志
 

　
使
用
料
の
改
定
は
適
切
と

考
え
る
が
、
現
在
の
物
価
高

等
の
社
会
情
勢
に
照
ら
し
、

改
定
時
期
を
見
直
す
べ
き
。
 

 反
対
 

安
定
し
た
施
設
維
持
に
必
要
 

江
口
昌
史
 

　
安
定
し
た
施
設
の
維
持
管

理
の
た
め
に
も
、
下
水
道
経

営
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
た

よ
う
に
早
期
の
改
定
が
望
ま

し
い
。
 

賛
成
 

②
4
年
度
一
般
会
計
 

補
正
予
算（
第
1
号
） 

小
回
り
の
利
い
た
生
活
支
援
を
 

江
幡
満
世
志
 

　
固
定
資
産
税
1
億
2
千
万

円
の
増
収
で
基
金
の
繰
入
れ

と
借
入
金
を
約
7
千
万
円
減

ら
す
の
は
良
い
が
、
残
り
を

物
価
高
騰
対
策
に
使
っ
て
も

良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 

　
ま
た
、
国
の
コ
ロ
ナ
対
応

臨
時
交
付
金
の
活
用
で
生
ま

れ
た
財
源
で
新
規
の
生
活
支

援
策
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。
 

反
対
 

将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
 

江
口
昌
史
 

　
固
定
資
産
税
は
そ
の
使
途

を
限
定
さ
れ
な
い
一
般
財
源

で
あ
り
、
今
回
は
増
収
分
を

そ
の
ま
ま
使
う
の
で
は
な
く
、

基
金
の
繰
入
れ
や
借
入
の
予

算
を
減
額
し
、
将
来
世
代
の

負
担
を
減
ら
す
な
ど
適
切
な

対
応
が
さ
れ
て
い
る
。
 

賛
成
 

④
4
年
度
一
般
会
計
 

補
正
予
算（
第
3
号
） 

【5月臨時会】職員の給与に関する条例の一部改正 
【5月臨時会】令和4年度一般会計補正予算（第1号） 
【6月定例会】下水道条例の一部改正 
【6月定例会】令和4年度一般会計補正予算（第3号） 

吉
田
 

江
幡
 

佐
名
 

鈴
木
 

近
藤
 

江
口
 

船
戸
 

岡
 

酒
井
 

大
竹
 

伊
藤
 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊
木
 

倉
知
 

議　案　等　名　称 

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
の
討
論
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
 

欠
席
 

がんばれ 

がんばれ 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

鈴

木

和

江

 

普及率向上の本町の取り組みは 
部長 窓口延長などで普及を促進 

マイナンバーカード 

県
道
愛
岐
南
北
線
の
完
成
予
定
時
期
は
 

部
長 

現
在
の
目
標
は
6
年
3
月
頃
と
の
こ
と
 

本
町
か
ら
丹
羽
高
校
、

江
南
高
校
、
尾
北
高
校

へ
通
う
高
校
生
の
通
学
利
用

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
の
設
定

が
で
き
な
い
か
。
 

 

こ
の
ル
ー
ト

を
作
る
に
は

基
本
ル
ー
ト
を
減
便
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
側

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
そ
の

際
に
は
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が

自
転
車
通
学
の
た
め
自
由
度

の
高
い
自
転
車
を
選
ぶ
の
で

は
と
の
こ
と
。
 

　
よ
っ
て
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
 

 

乗
車
料
金
の
支
払
い
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡

単
に
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
支
払
い
に
で
き
な
い
か
。
 

 

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
利
用

し
た
二
次
元
コ
ー
ド
に
よ
る

決
済
は
、
交
通
系
I
C
決
済

に
比
べ
て
導
入
コ
ス
ト
が
安

い
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
含
め
て
調
査
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。
 

 

自
動
車
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
者
の
受
け
皿

と
し
て
、
75
歳
以
上
を
対
象

に
乗
車
料
金
を
無
料
に
で
き

な
い
か
。
 

 

受
益
者
負
担

の
公
平
性
や

収
入
減
少
と
い
う
面
か
ら
実

施
で
き
な
い
。
 

　
昨
今
の
燃
料
費
高
騰
に
よ

り
バ
ス
の
運
行
経
費
も
上
昇

し
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度

の
負
担
は
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
 

問 

問 
問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

愛
岐
南
北
線
は
い
つ
ご

ろ
か
ら
計
画
さ
れ
た
の

か
。
 

 

県
道
若
宮
江
南

線
か
ら
国
道
1
 

5
5
号
ま
で
の
区
間
（
位
置

図
参
照
）
は
、
平
成
17
年
度

に
新
規
事
業
採
択
を
受
け
た
。
 

 

現
在
の
工
事
の
進
捗
状

況
は
ど
の
程
度
か
。
 

 

整
備
区
間
の
県

道
若
宮
江
南
線

か
ら
国
道
1
5
5
号
ま
で
の

約
7
6
0
m
の
う
ち
、
令
和

3
年
度
末
で
約
3
1
5
m
が

舗
装
の
仕
上
げ
部
分
や
区
画

線
を
残
し
て
完
了
し
て
お
り
、

約
4
割
ま
で
進
ん
で
い
る
。
 

　
残
り
区
間
は
、
現
在
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
も
一
部
を
除

い
て
ほ
ぼ
終
わ
り
、
国
道

1
5
5
号
側
か
ら
工
事
に
着

手
し
て
い
る
。
 

 

完
成
予
定
は
い
つ
ご
ろ

か
。
 

 

愛
岐
南
北
線
は

県
道
の
た
め
、

県
の
財
政
、
予
算
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
明
確
な
時

期
は
言
え
な
い
が
、
現
在
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
国

道
1
5
5
号
の
4
車
線
化
に

続
い
て
、
供
用
で
き
る
よ
う

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

　
な
お
、
現
在
の
完
成
目
標

は
6
年
3
月
頃
と
聞
い
て
い

る
。
 

問 

問 

問 建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指

定
さ
れ
た
豊
田
地
区
の

ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
効
果
と
課
題
は
。
 

 

ゾ
ー
ン
30
が

運
用
さ
れ
て

以
降
、
大
き
な
事
故
は
起
き

て
い
な
い
た
め
、
一
定
の
事

故
抑
止
効
果
は
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
 

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
速

度
超
過
す
る
車
両
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
や
、
通
り
抜
け

の
抑
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、

速
度
抑
制
の
た
め
の
ラ
バ
ー

製
ポ
ス
ト
が
よ
く
飛
ば
さ
れ

て
維
持
管
理
費
が
か
か
る
こ

と
も
課
題
。
 

 

北
小
学
校
区
の
あ
る
地

区
で
、
通
学
路
を
通
勤

の
抜
け
道
に
す
る
車
両
が
多

く
、
道
幅
も
狭
い
の
で
子
供

た
ち
が
心
配
だ
と
保
護
者
の

声
を
聞
く
。
 

　
北
地
域
や
中
地
域
の
学
校

周
辺
に
も
今
後
ゾ
ー
ン
30
の

指
定
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。
 

 

規
制
を
行
う

こ
と
で
地
元

の
方
に
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ

る
た
め
、
慎
重
に
行
う
必
要

が
あ
る
。
 

　
通
学
路
の
危
険
箇
所
改
善

要
望
は
把
握
し
て
お
り
、
今

年
度
中
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
設
置
し
、
そ
の
効
果
を
検

証
し
、
ゾ
ー
ン
30
の
必
要
性

を
見
極
め
た
い
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
と
住
民
票
コ
ー

ド
の
違
い
、
並
び
に
番
号
は

異
な
る
の
か
。
 

 

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
は
住
民
票

コ
ー
ド
を
変
換
し
て
作
ら
れ

た
12
桁
の
数
字
。
 

　
住
民
票
コ
ー
ド
は
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

全
て
の
方
に
対
し
て
付
与
さ

れ
る
無
作
為
に
抽
出
し
た
11

桁
の
数
字
。
 

 

本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
。
 

 

本
町
の
交
付

率
は
令
和
4

年
3
月
末
現
在
、
41
・
1
%
。
 

 

普
及
率
向
上
の
た
め
に

は
行
政
の
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
町
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 

毎
月
第
三
水

曜
日
の
カ
ー

ド
交
付
窓
口
受
付
時
間
の
延

長
、
第
二
、
第
四
水
曜
日
に

実
施
し
て
い
る
住
民
票
の
写

し
交
付
等
の
た
め
の
窓
口
延

長
で
の
対
応
、
第
二
日
曜
日

午
前
中
の
臨
時
窓
口
開
設
な

ど
普
及
に
努
め
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
国
の
交
付
金
で
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
関
す

る
補
助
業
務
を
行
う
職
員
を

配
置
し
て
い
る
。
 

問 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

ゾーン30の指定を広げられないか 
部長 デメリットもあるため慎重に行う 

通学路の安全対策 

高齢者の無償化は運転免許証の自主返
納に繋がり、さらには高齢運転者による
交通事故減少に繋がるかもしれません 

愛岐南北線の整備に伴い五条川
に新たに架けられた八剱橋 

乗
車
料
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
 

部
長 

二
次
元
コ
ー
ド
決
済
を
調
査
・
研
究 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

令和4年6月定例会 
一般質問（鈴木議員） 

令和4年6月定例会 
一般質問（江口議員） 

ゾーン30とは 
生活道路における歩行者

等の安全な通行を確保する
ことを目的として、区域（ゾ
ーン）を定めて最高速度30
キロメートル毎時の速度規
制を実施するとともに、そ
の他の安全対策を必要に応
じて組み合わせ、ゾーン内
における速度抑制や、ゾー
ン内を抜け道として通行す
る行為の抑制等を図る生活
道路対策です。 

（出典：警察庁ウェブサイト） はっ けん ばし 

至 江南 至 犬山 
県道若宮江南線 

愛
岐
南
北
線 

国道155号 

コンビニ 
至 江南 

五条川 

至 小牧 

堀尾跡公園 
大口南 
小学校 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

鈴

木

和

江

 

普及率向上の本町の取り組みは 
部長 窓口延長などで普及を促進 

マイナンバーカード 

県
道
愛
岐
南
北
線
の
完
成
予
定
時
期
は
 

部
長 

現
在
の
目
標
は
6
年
3
月
頃
と
の
こ
と
 

本
町
か
ら
丹
羽
高
校
、

江
南
高
校
、
尾
北
高
校

へ
通
う
高
校
生
の
通
学
利
用

に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
の
設
定

が
で
き
な
い
か
。
 

 

こ
の
ル
ー
ト

を
作
る
に
は

基
本
ル
ー
ト
を
減
便
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
側

と
話
す
機
会
が
あ
り
、
そ
の

際
に
は
生
徒
の
ほ
と
ん
ど
が

自
転
車
通
学
の
た
め
自
由
度

の
高
い
自
転
車
を
選
ぶ
の
で

は
と
の
こ
と
。
 

　
よ
っ
て
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
 

 

乗
車
料
金
の
支
払
い
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡

単
に
で
き
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
支
払
い
に
で
き
な
い
か
。
 

 

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
を
利
用

し
た
二
次
元
コ
ー
ド
に
よ
る

決
済
は
、
交
通
系
I
C
決
済

に
比
べ
て
導
入
コ
ス
ト
が
安

い
た
め
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
含
め
て
調
査
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。
 

 

自
動
車
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
者
の
受
け
皿

と
し
て
、
75
歳
以
上
を
対
象

に
乗
車
料
金
を
無
料
に
で
き

な
い
か
。
 

 

受
益
者
負
担

の
公
平
性
や

収
入
減
少
と
い
う
面
か
ら
実

施
で
き
な
い
。
 

　
昨
今
の
燃
料
費
高
騰
に
よ

り
バ
ス
の
運
行
経
費
も
上
昇

し
て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度

の
負
担
は
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
 

問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

愛
岐
南
北
線
は
い
つ
ご

ろ
か
ら
計
画
さ
れ
た
の

か
。
 

 

県
道
若
宮
江
南

線
か
ら
国
道
1
 

5
5
号
ま
で
の
区
間
（
位
置

図
参
照
）
は
、
平
成
17
年
度

に
新
規
事
業
採
択
を
受
け
た
。
 

 

現
在
の
工
事
の
進
捗
状

況
は
ど
の
程
度
か
。
 

 

整
備
区
間
の
県

道
若
宮
江
南
線

か
ら
国
道
1
5
5
号
ま
で
の

約
7
6
0
m
の
う
ち
、
令
和

3
年
度
末
で
約
3
1
5
m
が

舗
装
の
仕
上
げ
部
分
や
区
画

線
を
残
し
て
完
了
し
て
お
り
、

約
4
割
ま
で
進
ん
で
い
る
。
 

　
残
り
区
間
は
、
現
在
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
も
一
部
を
除

い
て
ほ
ぼ
終
わ
り
、
国
道

1
5
5
号
側
か
ら
工
事
に
着

手
し
て
い
る
。
 

 

完
成
予
定
は
い
つ
ご
ろ

か
。
 

 

愛
岐
南
北
線
は

県
道
の
た
め
、

県
の
財
政
、
予
算
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
明
確
な
時

期
は
言
え
な
い
が
、
現
在
、

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
国

道
1
5
5
号
の
4
車
線
化
に

続
い
て
、
供
用
で
き
る
よ
う

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

　
な
お
、
現
在
の
完
成
目
標

は
6
年
3
月
頃
と
聞
い
て
い

る
。
 

問 

問 

問 建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指

定
さ
れ
た
豊
田
地
区
の

ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
効
果
と
課
題
は
。
 

 

ゾ
ー
ン
30
が

運
用
さ
れ
て

以
降
、
大
き
な
事
故
は
起
き

て
い
な
い
た
め
、
一
定
の
事

故
抑
止
効
果
は
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
 

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
速

度
超
過
す
る
車
両
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
や
、
通
り
抜
け

の
抑
止
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
不
明
で
あ
り
、
ま
た
、

速
度
抑
制
の
た
め
の
ラ
バ
ー

製
ポ
ス
ト
が
よ
く
飛
ば
さ
れ

て
維
持
管
理
費
が
か
か
る
こ

と
も
課
題
。
 

 

北
小
学
校
区
の
あ
る
地

区
で
、
通
学
路
を
通
勤

の
抜
け
道
に
す
る
車
両
が
多

く
、
道
幅
も
狭
い
の
で
子
供

た
ち
が
心
配
だ
と
保
護
者
の

声
を
聞
く
。
 

　
北
地
域
や
中
地
域
の
学
校

周
辺
に
も
今
後
ゾ
ー
ン
30
の

指
定
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。
 

 

規
制
を
行
う

こ
と
で
地
元

の
方
に
デ
メ
リ
ッ
ト
も
生
じ

る
た
め
、
慎
重
に
行
う
必
要

が
あ
る
。
 

　
通
学
路
の
危
険
箇
所
改
善

要
望
は
把
握
し
て
お
り
、
今

年
度
中
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
設
置
し
、
そ
の
効
果
を
検

証
し
、
ゾ
ー
ン
30
の
必
要
性

を
見
極
め
た
い
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
と
住
民
票
コ
ー

ド
の
違
い
、
並
び
に
番
号
は

異
な
る
の
か
。
 

 

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
は
住
民
票

コ
ー
ド
を
変
換
し
て
作
ら
れ

た
12
桁
の
数
字
。
 

　
住
民
票
コ
ー
ド
は
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

全
て
の
方
に
対
し
て
付
与
さ

れ
る
無
作
為
に
抽
出
し
た
11

桁
の
数
字
。
 

 

本
町
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
。
 

 

本
町
の
交
付

率
は
令
和
4

年
3
月
末
現
在
、
41
・
1
%
。
 

 

普
及
率
向
上
の
た
め
に

は
行
政
の
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
、
本
町
の
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 

毎
月
第
三
水

曜
日
の
カ
ー

ド
交
付
窓
口
受
付
時
間
の
延

長
、
第
二
、
第
四
水
曜
日
に

実
施
し
て
い
る
住
民
票
の
写

し
交
付
等
の
た
め
の
窓
口
延

長
で
の
対
応
、
第
二
日
曜
日

午
前
中
の
臨
時
窓
口
開
設
な

ど
普
及
に
努
め
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
国
の
交
付
金
で
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
関
す

る
補
助
業
務
を
行
う
職
員
を

配
置
し
て
い
る
。
 

問 

問 

問 
健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

ゾーン30の指定を広げられないか 
部長 デメリットもあるため慎重に行う 

通学路の安全対策 

高齢者の無償化は運転免許証の自主返
納に繋がり、さらには高齢運転者による
交通事故減少に繋がるかもしれません 

愛岐南北線の整備に伴い五条川
に新たに架けられた八剱橋 

乗
車
料
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
 

部
長 

二
次
元
コ
ー
ド
決
済
を
調
査
・
研
究 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

令和4年6月定例会 
一般質問（鈴木議員） 

令和4年6月定例会 
一般質問（江口議員） 

ゾーン30とは 
生活道路における歩行者

等の安全な通行を確保する
ことを目的として、区域（ゾ
ーン）を定めて最高速度30
キロメートル毎時の速度規
制を実施するとともに、そ
の他の安全対策を必要に応
じて組み合わせ、ゾーン内
における速度抑制や、ゾー
ン内を抜け道として通行す
る行為の抑制等を図る生活
道路対策です。 

（出典：警察庁ウェブサイト） はっ けん ばし 
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一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

子
ど
も
医
療
費
を
通
院
 

・
入
院
と
も
18
歳
年
度

末
ま
で
無
償
化
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
 

　
県
内
、
近
隣
市
町
の
実
施

状
況
は
。
 

 

令
和
4
年
4

月
1
日
現
在

で
、
一
部
負
担
の
あ
る
自
治

体
も
含
め
る
と
県
内
54
市
町

村
の
う
ち
通
院
は
16
団
体
、

入
院
は
41
団
体
が
実
施
し
て

い
る
。
 

 

通
院
の
対
象
も
18
歳
年

度
末
ま
で
拡
大
す
る
考

え
は
。
 

 

子
ど
も
医
療

費
を
含
め
福

祉
医
療
費
全
体
が
3
年
度
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
状

況
が
今
後
も
続
く
こ
と
を
念

頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

　
ま
ず
は
、
福
祉
医
療
事
業

の
継
続
を
最
優
先
と
し
、
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
の

拡
大
は
、
福
祉
施
策
全
般
の

中
で
総
合
的
に
勘
案
し
な
が

ら
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

問 

問 
健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

子
ど
も
の
権
利
条
例
を

作
成
す
る
担
当
部
署
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
 

 

福
祉
こ
ど
も

課
が
主
に
担

当
し
、
他
部
署
に
つ
い
て
も

横
断
的
に
協
力
し
な
が
ら
町

全
体
で
進
め
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
 

 

検
討
実
行
委
員
会
の
設

置
予
定
は
。
 

 

な
る
べ
く
多

く
の
方
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
の
た

め
の
検
討
委
員
会
設
置
を
考

え
て
い
る
が
、
大
口
町
子
ど

も
子
育
て
会
議
と
の
関
係
性

も
考
慮
し
な
が
ら
、
委
員
会

の
形
式
は
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

 

町
長
は
町
制
60
周
年
に

併
せ
て
作
成
し
た
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
完
成
予
定

は
。
 

 

当
初
は
今
年

度
か
ら
2
年

く
ら
い
を
目
指
し
て
い
た
が
、

国
が
来
年
度
に
「
こ
ど
も
家

庭
庁
」
の
設
置
や
「
こ
ど
も

基
本
法
」
の
制
定
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

な
る
べ
く
多
く
の
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

時
期
に
つ
い
て
は
未
定
。
 

問 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

I
C
T
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
保
育

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
で
保
育
士
の
事
務

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
保
育
の

質
を
向
上
で
き
る
と
考
え
る
。
 

　
本
町
保
育
園
で
の
I
C
T

化
の
検
討
状
況
は
。
 

 

2
事
業
者
か

ら
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
ほ

か
、
導
入
済
み
の
先
進
市
町

に
運
用
方
法
等
の
話
を
聞
く

な
ど
し
て
お
り
、
今
後
は
費

用
対
効
果
も
含
め
た
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
。
 

 

保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
の
考
え
は
。
 

 

シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
は
、

初
期
費
用
に
加
え
、
経
常
的

な
経
費
も
か
か
る
。
ま
た
、

一
度
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

と
、
簡
単
に
シ
ス
テ
ム
変
更

や
廃
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
 

　
I
C
T
シ
ス
テ
ム
に
は
様
々

な
も
の
が
あ
る
た
め
、
費
用

や
使
い
や
す
さ
な
ど
、
様
々

な
方
向
か
ら
現
場
の
保
育
士

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
保
護

者
の
目
線
に
立
っ
て
、
引
き

続
き
検
討
し
進
め
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

コ
ロ
ナ
禍
と
世
界
的
な

物
価
高
騰
、
急
激
な
円

安
で
庶
民
生
活
は
大
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
住
民
へ
の
支

援
と
し
て
上
下
水
道
料
金
を

軽
減
で
き
な
い
か
。
 

 

上
下
水
道
事
業

は
公
営
企
業
で

あ
り
、
事
業
の
収
入
に
よ
っ

て
経
費
を
ま
か
な
う
独
立
採

算
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。
 

　
使
用
料
収
入
は
、
施
設
の

維
持
管
理
を
含
め
て
安
全
な

水
を
供
給
す
る
、
汚
れ
た
水

を
綺
麗
に
す
る
と
い
っ
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
継
続
す

る
た
め
に
必
要
な
財
源
で
あ

る
た
め
、
使
用
料
を
減
免
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 

子
育
て
支
援
で
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
を
。
 

 

こ
の
4
月
か

ら
の
材
料
費

の
値
上
が
り
は
、
仕
入
れ
先

や
調
理
方
法
の
変
更
で
費
用

を
抑
え
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
ほ
か
、
国
の
臨
時
交
付
金

の
活
用
で
保
護
者
の
負
担
を

抑
え
て
い
る
。
 

　
全
て
無
償
化
は
で
き
な
い

が
、
保
護
者
の
負
担
を
増
や

す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
く
。
 

 

こ
の
4
月
か

ら
学
校
給
食

の
質
と
量
を
維
持
す
る
た
め

給
食
費
の
値
上
げ
を
し
た
が
、

今
年
度
は
国
の
臨
時
交
付
金

を
充
て
保
護
者
の
負
担
額
を

値
上
げ
前
と
同
額
に
し
た
い
。
 

　
全
額
助
成
に
は
新
た
に
六

千
万
円
ほ
ど
経
常
的
な
財
源

が
必
要
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
関
連

や
就
学
支
援
の
財
源
確
保
を

優
先
し
た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

建
設
部
長 

通
院
の
対
象
年
齢
の
拡
大
は
 

部
長 

福
祉
施
策
を
総
合
的
に
勘
案
し
検
討 

子
ど
も
医
療
費
助
成 

保育業務支援システムの導入は 
部長 導入に向けて検討中 

令和4年6月定例会 
一般質問（江幡議員） 

令和4年6月定例会 
一般質問（佐名議員） 

上下水道料金の軽減を 
建設部長 事業に必要な財源のためできない 

住民の生活支援 

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
完
成
予
定
は
 

部
長 

国
の
動
向
等
を
見
な
が
ら
の
た
め
未
定 
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一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

子
ど
も
医
療
費
を
通
院
 

・
入
院
と
も
18
歳
年
度

末
ま
で
無
償
化
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
。
 

　
県
内
、
近
隣
市
町
の
実
施

状
況
は
。
 

 

令
和
4
年
4

月
1
日
現
在

で
、
一
部
負
担
の
あ
る
自
治

体
も
含
め
る
と
県
内
54
市
町

村
の
う
ち
通
院
は
16
団
体
、

入
院
は
41
団
体
が
実
施
し
て

い
る
。
 

 

通
院
の
対
象
も
18
歳
年

度
末
ま
で
拡
大
す
る
考

え
は
。
 

 

子
ど
も
医
療

費
を
含
め
福

祉
医
療
費
全
体
が
3
年
度
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
状

況
が
今
後
も
続
く
こ
と
を
念

頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

　
ま
ず
は
、
福
祉
医
療
事
業

の
継
続
を
最
優
先
と
し
、
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
の

拡
大
は
、
福
祉
施
策
全
般
の

中
で
総
合
的
に
勘
案
し
な
が

ら
、
実
施
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

子
ど
も
の
権
利
条
例
を

作
成
す
る
担
当
部
署
は

決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
 

 

福
祉
こ
ど
も

課
が
主
に
担

当
し
、
他
部
署
に
つ
い
て
も

横
断
的
に
協
力
し
な
が
ら
町

全
体
で
進
め
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
る
。
 

 

検
討
実
行
委
員
会
の
設

置
予
定
は
。
 

 

な
る
べ
く
多

く
の
方
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
策
定
の
た

め
の
検
討
委
員
会
設
置
を
考

え
て
い
る
が
、
大
口
町
子
ど

も
子
育
て
会
議
と
の
関
係
性

も
考
慮
し
な
が
ら
、
委
員
会

の
形
式
は
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

 

町
長
は
町
制
60
周
年
に

併
せ
て
作
成
し
た
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
完
成
予
定

は
。
 

 

当
初
は
今
年

度
か
ら
2
年

く
ら
い
を
目
指
し
て
い
た
が
、

国
が
来
年
度
に
「
こ
ど
も
家

庭
庁
」
の
設
置
や
「
こ
ど
も

基
本
法
」
の
制
定
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

な
る
べ
く
多
く
の
住
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら

策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、

時
期
に
つ
い
て
は
未
定
。
 

問 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

I
C
T
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た
保
育

業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
こ
と
で
保
育
士
の
事
務

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
保
育
の

質
を
向
上
で
き
る
と
考
え
る
。
 

　
本
町
保
育
園
で
の
I
C
T

化
の
検
討
状
況
は
。
 

 

2
事
業
者
か

ら
保
育
業
務

支
援
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
ほ

か
、
導
入
済
み
の
先
進
市
町

に
運
用
方
法
等
の
話
を
聞
く

な
ど
し
て
お
り
、
今
後
は
費

用
対
効
果
も
含
め
た
検
討
を

重
ね
て
い
き
た
い
。
 

 

保
育
業
務
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
の
考
え
は
。
 

 

シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
は
、

初
期
費
用
に
加
え
、
経
常
的

な
経
費
も
か
か
る
。
ま
た
、

一
度
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

と
、
簡
単
に
シ
ス
テ
ム
変
更

や
廃
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
 

　
I
C
T
シ
ス
テ
ム
に
は
様
々

な
も
の
が
あ
る
た
め
、
費
用

や
使
い
や
す
さ
な
ど
、
様
々

な
方
向
か
ら
現
場
の
保
育
士

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
保
護

者
の
目
線
に
立
っ
て
、
引
き

続
き
検
討
し
進
め
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

コ
ロ
ナ
禍
と
世
界
的
な

物
価
高
騰
、
急
激
な
円

安
で
庶
民
生
活
は
大
打
撃
を

受
け
て
い
る
。
住
民
へ
の
支

援
と
し
て
上
下
水
道
料
金
を

軽
減
で
き
な
い
か
。
 

 

上
下
水
道
事
業

は
公
営
企
業
で

あ
り
、
事
業
の
収
入
に
よ
っ

て
経
費
を
ま
か
な
う
独
立
採

算
の
原
則
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。
 

　
使
用
料
収
入
は
、
施
設
の

維
持
管
理
を
含
め
て
安
全
な

水
を
供
給
す
る
、
汚
れ
た
水

を
綺
麗
に
す
る
と
い
っ
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
継
続
す

る
た
め
に
必
要
な
財
源
で
あ

る
た
め
、
使
用
料
を
減
免
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

 

子
育
て
支
援
で
保
育
園
・

幼
稚
園
・
小
中
学
校
の

給
食
費
無
償
化
を
。
 

 

こ
の
4
月
か

ら
の
材
料
費

の
値
上
が
り
は
、
仕
入
れ
先

や
調
理
方
法
の
変
更
で
費
用

を
抑
え
る
よ
う
に
努
め
て
い

る
ほ
か
、
国
の
臨
時
交
付
金

の
活
用
で
保
護
者
の
負
担
を

抑
え
て
い
る
。
 

　
全
て
無
償
化
は
で
き
な
い

が
、
保
護
者
の
負
担
を
増
や

す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
く
。
 

 

こ
の
4
月
か

ら
学
校
給
食

の
質
と
量
を
維
持
す
る
た
め

給
食
費
の
値
上
げ
を
し
た
が
、

今
年
度
は
国
の
臨
時
交
付
金

を
充
て
保
護
者
の
負
担
額
を

値
上
げ
前
と
同
額
に
し
た
い
。
 

　
全
額
助
成
に
は
新
た
に
六

千
万
円
ほ
ど
経
常
的
な
財
源

が
必
要
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
関
連

や
就
学
支
援
の
財
源
確
保
を

優
先
し
た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

建
設
部
長 

通
院
の
対
象
年
齢
の
拡
大
は
 

部
長 

福
祉
施
策
を
総
合
的
に
勘
案
し
検
討 

子
ど
も
医
療
費
助
成 

保育業務支援システムの導入は 
部長 導入に向けて検討中 

令和4年6月定例会 
一般質問（江幡議員） 

令和4年6月定例会 
一般質問（佐名議員） 

上下水道料金の軽減を 
建設部長 事業に必要な財源のためできない 

住民の生活支援 

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
完
成
予
定
は
 

部
長 

国
の
動
向
等
を
見
な
が
ら
の
た
め
未
定 
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一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

ワースト4だが庁内の情報共有は 
部長 情報共有システムで注意喚起 

自転車乗用中の交通事故死傷者数 

横
断
者
注
意
喚
起
灯
等
の
新
設
は
 

部
長 

他
団
体
の
動
向
も
注
視
し
慎
重
に
検
討 

歩
行
者
の
安
全
対
策 

県
内
市
町
村
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
と
比
較
し
、

本
町
の
助
成
状
況
の
評
価
は
。
 

 

財
政
事
情
や

政
策
的
な
判

断
に
よ
る
「
子
育
て
支
援
」

の
捉
え
方
で
優
先
す
る
施
策

は
異
な
っ
て
お
り
、
本
町
は

学
校
や
保
育
園
の
施
設
整
備

を
優
先
し
て
き
た
。
助
成
拡

大
時
期
の
違
い
の
み
で
評
価

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
 

 

通
院
ま
で
助
成
対
象
を

拡
大
す
る
際
に
必
要
な

経
費
と
、
関
係
機
関
と
の
調

整
等
の
手
続
き
に
必
要
な
期

間
は
。
 

 

受
給
者
証
発

行
な
ど
に
必

要
な
シ
ス
テ
ム
改
修
に
約

1
5
0
万
円
、
受
給
者
証
の

発
送
等
に
必
要
な
郵
便
料
や

印
刷
費
な
ど
で
約
1
0
0
万

円
か
か
る
。
 

　
ま
た
、
準
備
に
必
要
な
期

間
は
半
年
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。
 

 

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
の
拡
大
に
あ

た
っ
て
町
長
の
決
意
は
。
 

 

い
つ
か
は
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
と
い
う
思
い
は

あ
る
。
 

　
将
来
に
渡
っ
て
助
成
を
続

け
る
た
め
の
財
源
確
保
が
重

要
。
 

　
今
後
の
財
政
状
況
も
考
え

な
が
ら
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
 

問 

問 
問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

町
長 

4
年
度
の
県
の
予
算
資

料
に
よ
れ
ば
、
信
号
機

の
新
設
は
県
内
54
市
町
村
で

26
基
し
か
な
い
。
 

　
例
年
、
こ
う
い
っ
た
予
算

措
置
だ
と
思
う
が
、
承
知
し

て
い
た
か
。
 

 

例
年
、
こ
の

程
度
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
 

 

町
内
に
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
は
何
か
所
あ

る
か
。
 

 

1
3
0
か
所

ほ
ど
あ
る
。
 

  

信
号
機
の
新
設
が
困
難
、

か
つ
、
他
に
効
果
的
な

対
策
が
見
込
め
な
い
よ
う
な

ら
、
押
し
ボ
タ
ン
式
横
断
者

明
示
標
識
や
横
断
者
注
意
喚

起
灯
等
の
新
設
を
検
討
す
べ

き
で
は
。
（
写
真
は
大
府
市

内
に
設
置
さ
れ
た
押
し
ボ
タ

ン
式
横
断
者
明
示
標
識
）
 

 

導
入
済
み
自

治
体
に
状
況

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
定

の
効
果
は
見
ら
れ
る
が
、
横

断
時
の
安
全
確
認
を
歩
行
者

に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
。
 

　
現
在
は
要
望
が
あ
っ
て
も

断
っ
て
お
り
、
今
後
増
設
す

る
予
定
も
な
い
と
の
こ
と
で
、

他
自
治
体
の
動
向
も
注
視
し
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。
 

問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
活
道
路
の
安
全
性
の

現
状
認
識
と
課
題
は
。
 

 

町
内
を
は
じ
め

隣
接
す
る
小
牧

市
内
に
多
く
の
事
業
所
が
あ

る
こ
と
や
、
名
古
屋
方
面
へ

の
通
勤
者
も
多
い
た
め
、
通

過
車
両
が
生
活
道
路
や
通
学

路
に
侵
入
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
全
性
確
保
の
た
め
に

幹
線
道
路
や
歩
道
の
整
備
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

 

安
全
な
生
活
道
路
確
保

の
た
め
の
対
策
は
。
 

 

全
て
の
道
路
に

歩
道
を
設
置
す

る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
通

過
車
両
が
生
活
道
路
に
侵
入

し
な
い
よ
う
に
幹
線
道
路
の

整
備
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
 

　
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
11
年
3
月
に
策

定
し
た
大
口
町
道
路
網
整
備

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い

る
。
 

 

五
条
川
の
堤
防
道
路
は
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
の
上
を
走
る
こ

と
が
多
く
、
カ
ー
ブ
で
は
荷

台
部
分
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

か
ら
は
み
出
て
い
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
内
輪
差
、
外

輪
差
を
道
路
整
備
の
際
に
検

討
し
て
い
る
か
。
 

 

元
々
は
堤
防
道

路
と
し
て
整
備

し
て
い
る
の
で
、
大
型
車
両

の
通
行
量
や
曲
線
部
分
を
含

め
た
検
討
は
し
て
い
な
い
。
 

問 

問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

本
町
は
県
内
69
市
区
町

村
で
、
昨
年
は
ワ
ー
ス

ト
4
と
非
常
に
残
念
な
結
果
。

庁
内
で
の
情
報
共
有
は
。
 

 

死
亡
事
故
や

大
き
な
事
故

が
あ
っ
た
場
合
は
、
庁
舎
内

の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
注
意
喚
起
し
て
い
る
。
 

問 

地
域
協
働
部
長 

大型車両はカーブの際にセンター
ラインをまたいでしまいます 

歩行者がボタンを押すと〇の部分が明るく
点滅することでドライバーに歩行者の存在
と横断する意思を示す装置です 

過去3年間の数値を見ると本町は近隣市町よりも自転車乗用中の交通
事故死傷者が多いため、何らかの対策が求められます 

対
象
拡
大
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
 

町
長 

今
後
の
財
政
状
況
も
考
え
検
討
し
た
い 

子
ど
も
医
療
費
助
成 

生活道路の安全確保対策は 
部長 幹線道路の整備が重要 

令和4年6月定例会 
一般質問（岡議員） 

令和4年6月定例会 
一般質問（丹羽勉議員） 

令和元年 令和2年 令和3年 
3.5

5.5

7.5

9.5

11.5

13.5
江南市 豊山町 

大口町 

県下平均 

小牧市 

犬山市 

扶桑町 

岩倉市 

自転車乗用中の交通事故死傷者数（人口1万人あたり） 単位：人 
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一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

ワースト4だが庁内の情報共有は 
部長 情報共有システムで注意喚起 

自転車乗用中の交通事故死傷者数 

横
断
者
注
意
喚
起
灯
等
の
新
設
は
 

部
長 

他
団
体
の
動
向
も
注
視
し
慎
重
に
検
討 

歩
行
者
の
安
全
対
策 

県
内
市
町
村
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
と
比
較
し
、

本
町
の
助
成
状
況
の
評
価
は
。
 

 

財
政
事
情
や

政
策
的
な
判

断
に
よ
る
「
子
育
て
支
援
」

の
捉
え
方
で
優
先
す
る
施
策

は
異
な
っ
て
お
り
、
本
町
は

学
校
や
保
育
園
の
施
設
整
備

を
優
先
し
て
き
た
。
助
成
拡

大
時
期
の
違
い
の
み
で
評
価

す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。
 

 

通
院
ま
で
助
成
対
象
を

拡
大
す
る
際
に
必
要
な

経
費
と
、
関
係
機
関
と
の
調

整
等
の
手
続
き
に
必
要
な
期

間
は
。
 

 

受
給
者
証
発

行
な
ど
に
必

要
な
シ
ス
テ
ム
改
修
に
約

1
5
0
万
円
、
受
給
者
証
の

発
送
等
に
必
要
な
郵
便
料
や

印
刷
費
な
ど
で
約
1
0
0
万

円
か
か
る
。
 

　
ま
た
、
準
備
に
必
要
な
期

間
は
半
年
程
度
を
見
込
ん
で

い
る
。
 

 

子
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
の
拡
大
に
あ

た
っ
て
町
長
の
決
意
は
。
 

 

い
つ
か
は
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
と
い
う
思
い
は

あ
る
。
 

　
将
来
に
渡
っ
て
助
成
を
続

け
る
た
め
の
財
源
確
保
が
重

要
。
 

　
今
後
の
財
政
状
況
も
考
え

な
が
ら
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
 

問 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

町
長 

4
年
度
の
県
の
予
算
資

料
に
よ
れ
ば
、
信
号
機

の
新
設
は
県
内
54
市
町
村
で

26
基
し
か
な
い
。
 

　
例
年
、
こ
う
い
っ
た
予
算

措
置
だ
と
思
う
が
、
承
知
し

て
い
た
か
。
 

 

例
年
、
こ
の

程
度
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
 

 

町
内
に
信
号
機
の
な
い

横
断
歩
道
は
何
か
所
あ

る
か
。
 

 

1
3
0
か
所

ほ
ど
あ
る
。
 

  

信
号
機
の
新
設
が
困
難
、

か
つ
、
他
に
効
果
的
な

対
策
が
見
込
め
な
い
よ
う
な

ら
、
押
し
ボ
タ
ン
式
横
断
者

明
示
標
識
や
横
断
者
注
意
喚

起
灯
等
の
新
設
を
検
討
す
べ

き
で
は
。
（
写
真
は
大
府
市

内
に
設
置
さ
れ
た
押
し
ボ
タ

ン
式
横
断
者
明
示
標
識
）
 

 

導
入
済
み
自

治
体
に
状
況

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
定

の
効
果
は
見
ら
れ
る
が
、
横

断
時
の
安
全
確
認
を
歩
行
者

に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
。
 

　
現
在
は
要
望
が
あ
っ
て
も

断
っ
て
お
り
、
今
後
増
設
す

る
予
定
も
な
い
と
の
こ
と
で
、

他
自
治
体
の
動
向
も
注
視
し
、

慎
重
に
検
討
し
た
い
。
 

問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
活
道
路
の
安
全
性
の

現
状
認
識
と
課
題
は
。
 

 

町
内
を
は
じ
め

隣
接
す
る
小
牧

市
内
に
多
く
の
事
業
所
が
あ

る
こ
と
や
、
名
古
屋
方
面
へ

の
通
勤
者
も
多
い
た
め
、
通

過
車
両
が
生
活
道
路
や
通
学

路
に
侵
入
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
安
全
性
確
保
の
た
め
に

幹
線
道
路
や
歩
道
の
整
備
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
 

 

安
全
な
生
活
道
路
確
保

の
た
め
の
対
策
は
。
 

 

全
て
の
道
路
に

歩
道
を
設
置
す

る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
通

過
車
両
が
生
活
道
路
に
侵
入

し
な
い
よ
う
に
幹
線
道
路
の

整
備
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
 

　
幹
線
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
11
年
3
月
に
策

定
し
た
大
口
町
道
路
網
整
備

計
画
に
基
づ
い
て
進
め
て
い

る
。
 

 

五
条
川
の
堤
防
道
路
は
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
は
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
の
上
を
走
る
こ

と
が
多
く
、
カ
ー
ブ
で
は
荷

台
部
分
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

か
ら
は
み
出
て
い
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
内
輪
差
、
外

輪
差
を
道
路
整
備
の
際
に
検

討
し
て
い
る
か
。
 

 

元
々
は
堤
防
道

路
と
し
て
整
備

し
て
い
る
の
で
、
大
型
車
両

の
通
行
量
や
曲
線
部
分
を
含

め
た
検
討
は
し
て
い
な
い
。
 

問 

問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

本
町
は
県
内
69
市
区
町

村
で
、
昨
年
は
ワ
ー
ス

ト
4
と
非
常
に
残
念
な
結
果
。

庁
内
で
の
情
報
共
有
は
。
 

 

死
亡
事
故
や

大
き
な
事
故

が
あ
っ
た
場
合
は
、
庁
舎
内

の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
注
意
喚
起
し
て
い
る
。
 

問 

地
域
協
働
部
長 

大型車両はカーブの際にセンター
ラインをまたいでしまいます 

歩行者がボタンを押すと〇の部分が明るく
点滅することでドライバーに歩行者の存在
と横断する意思を示す装置です 

過去3年間の数値を見ると本町は近隣市町よりも自転車乗用中の交通
事故死傷者が多いため、何らかの対策が求められます 

対
象
拡
大
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
は
 

町
長 

今
後
の
財
政
状
況
も
考
え
検
討
し
た
い 

子
ど
も
医
療
費
助
成 

生活道路の安全確保対策は 
部長 幹線道路の整備が重要 

令和4年6月定例会 
一般質問（岡議員） 

令和4年6月定例会 
一般質問（丹羽勉議員） 

令和元年 令和2年 令和3年 
3.5

5.5

7.5

9.5

11.5

13.5
江南市 豊山町 

大口町 

県下平均 

小牧市 

犬山市 

扶桑町 

岩倉市 

自転車乗用中の交通事故死傷者数（人口1万人あたり） 単位：人 
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令和3年度 

政務活動費 
実績報告 

※鈴木、近藤、江口、酒井、大竹、伊藤、倉知の各議員について支出はありませんでした。 
各議員の使途詳細等は、議会のウェブサイトに掲載しています。 ○ 

氏　名 支出内容 

吉田　正 

江幡満世志 

佐名かよ子 

船戸光夫 

岡　孝夫 

丹羽　孝 

丹羽　勉 

齊木一三 

合　　　　　　　　　計  

交付額 

20,827 

15,350 

13,900 

2,376 

2,376 

2,376 

4,752 

2,376 

64,333

支出額 

20,827 

15,350 

13,900 

2,376 

2,376 

2,376 

4,752 

2,376

支出内訳 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

20,827 

15,350 

13,900 

2,376 

2,376 

2,376 

4,752 

2,376

「住民と自治」誌代、商工新聞、平和新聞ほか 

資本論、安保改定60年、愛知民報「議会と自治体」 

ゼンリン住宅地図（丹羽郡） 

市町村議員のための分かりやすい新地方公会計 

市町村議員のための分かりやすい新地方公会計 

自治体議員入門 

市町村議員のための分かりやすい新地方公会計ほか1冊 

市町村議員のための分かりやすい新地方公会計 

https://www.town.oguchi.lg.jp/4580.htm

各議員の政務活動費の使いみち（令和3年4月～4年3月） （単位：円） 

（単位：円） 

大口町議会 政務活動費 

過去の執行状況はこちらから。 ○ 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2737.htm

　政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付され
る費用で、大口町議会では実費後払い方式により各議員に年間6万円を
限度に交付しています。 
　政務活動費の適正な使用と使途の透明性を高めるため、議員の責務、
議長の調査権、情報公開の規定等を条例で定めています。 

令和3年度 

議長交際費 
執行状況 

摘　　　　要 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

合　　　　　　　　　計  

支出日 

5月27日 

6月10日 

10月18日 

10月27日 

11月 1日 

11月 2日 

分　類 支出額 

その他 

その他 

その他 

その他 

弔慰 

弔慰 

3,520 

5,000 

1,600 

5,000 

5,000 

8,250 

28,370

正副議長名刺（各100枚） 

あいち平和行進協賛金 

当選祝い祝電（設楽町長） 

あいち原水爆被災者の会協賛金 

葬儀香典（船戸議員義父） 

葬儀供花（船戸議員義父） 

　議長には年間15万円の交際費の使用が認められており、使いみちは
町長の交際費支出基準に準じたものとなっています。 
　3年度に支出した内容は次のとおりです。 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

尾
張
北
部
権
利
擁
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）
は
、
成
年
後
見

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
が
、

そ
の
先
の
手
続
き
は
自
分
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
相
談
の
場
に
弁
護
士
等
を

配
置
す
る
な
ど
、
そ
の
先
の

申
請
な
ど
様
々
な
手
続
き
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
進
め
て
い

け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ

て
欲
し
い
と
思
う
が
、
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

 

相
談
者
の
対

応
に
は
、
そ

の
方
の
生
活
状
況
や
必
要
と

さ
れ
る
支
援
の
内
容
に
よ
り
、

弁
護
士
以
外
に
も
様
々
な
専

門
職
の
方
に
成
年
後
見
人
の

候
補
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
る
た
め
、
対
象
者

ご
と
に
丁
寧
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
進
め
ら

れ
る
相
談
体
制
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
運

営
協
議
会
に
提
案
し
て
い
き

た
い
。
 

問 

健
康
福
祉
部
長 

難
病
治
療
で
通
院
す
る

場
合
、
自
家
用
車
を
利

用
で
き
な
け
れ
ば
公
共
交
通

機
関
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
り
、
治
療
費
の

ほ
か
に
交
通
費
も
多
く
か
か

る
。
 

　
私
が
難
病
の
治
療
で
通
う

病
院
に
置
か
れ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
る
と
、
難
病
患
者

は
働
き
た
く
て
も
働
き
続
け

ら
れ
な
く
な
る
人
が
多
い
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
 

　
タ
ク
シ
ー
助
成
の
所
得
制

限
す
る
際
の
所
得
は
前
年
度

の
も
の
で
あ
り
、
今
あ
る
所

得
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
考
え

た
対
応
を
し
て
欲
し
い
が
。
 

 

他
の
タ
ク
シ

ー
助
成
と
も

兼
ね
合
い
が
あ
る
た
め
、
基

本
的
に
は
所
得
の
高
い
方
は

自
身
で
負
担
を
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
な

い
。
 

　
今
回
の
質
問
を
機
会
に
担

当
課
で
協
議
を
し
た
が
、
仕

事
を
続
け
る
意
欲
は
あ
っ
て

も
病
気
が
原
因
で
仕
事
が
続

け
ら
れ
な
く
な
る
、
仕
事
の

継
続
が
難
し
く
な
る
と
い
う

現
状
が
あ
る
の
も
難
病
の
特

性
か
と
思
わ
れ
る
。
 

　
前
年
度
所
得
と
い
う
部
分

を
見
直
し
、
難
病
で
突
然
働

け
な
く
な
っ
た
方
に
対
し
て

は
、
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
の

見
直
し
を
考
え
て
い
き
た
い
。
 

問 

健
康
福
祉
部
長 

タクシー助成の所得制限撤廃を 
部長 働けなくなった方について見直す 

難病患者支援 

相
談
か
ら
申
請
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
 

部
長 

負
担
軽
減
を
運
営
協
議
会
に
提
案 

成
年
後
見
制
度 

令和4年6月定例会 
一般質問（吉田議員） 

成年後見制度とは 
認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判

断能力の不十分な方々は、財産の管理や契約を結ぶ
ことなど、自分で行うことが難しい場合があります。 

このような判断能力の不十分な方々を保護し、支
援するのが成年後見制度です。 
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令和3年度 

政務活動費 
実績報告 

※鈴木、近藤、江口、酒井、大竹、伊藤、倉知の各議員について支出はありませんでした。 
各議員の使途詳細等は、議会のウェブサイトに掲載しています。 ○ 

氏　名 支出内容 

吉田　正 

江幡満世志 

佐名かよ子 

船戸光夫 

岡　孝夫 

丹羽　孝 

丹羽　勉 

齊木一三 

合　　　　　　　　　計  

交付額 

20,827 

15,350 

13,900 

2,376 

2,376 

2,376 

4,752 

2,376 

64,333

支出額 

20,827 

15,350 

13,900 

2,376 

2,376 

2,376 

4,752 

2,376

支出内訳 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

資料購入費 

20,827 

15,350 

13,900 

2,376 

2,376 

2,376 

4,752 

2,376

「住民と自治」誌代、商工新聞、平和新聞ほか 

資本論、安保改定60年、愛知民報「議会と自治体」 

ゼンリン住宅地図（丹羽郡） 

市町村議員のための分かりやすい新地方公会計 

市町村議員のための分かりやすい新地方公会計 

自治体議員入門 

市町村議員のための分かりやすい新地方公会計ほか1冊 

市町村議員のための分かりやすい新地方公会計 

https://www.town.oguchi.lg.jp/4580.htm

各議員の政務活動費の使いみち（令和3年4月～4年3月） （単位：円） 

（単位：円） 

大口町議会 政務活動費 

過去の執行状況はこちらから。 ○ 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2737.htm

　政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付され
る費用で、大口町議会では実費後払い方式により各議員に年間6万円を
限度に交付しています。 
　政務活動費の適正な使用と使途の透明性を高めるため、議員の責務、
議長の調査権、情報公開の規定等を条例で定めています。 

令和3年度 

議長交際費 
執行状況 

摘　　　　要 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

合　　　　　　　　　計  

支出日 

5月27日 

6月10日 

10月18日 

10月27日 

11月 1日 

11月 2日 

分　類 支出額 

その他 

その他 

その他 

その他 

弔慰 

弔慰 

3,520 

5,000 

1,600 

5,000 

5,000 

8,250 

28,370

正副議長名刺（各100枚） 

あいち平和行進協賛金 

当選祝い祝電（設楽町長） 

あいち原水爆被災者の会協賛金 

葬儀香典（船戸議員義父） 

葬儀供花（船戸議員義父） 

　議長には年間15万円の交際費の使用が認められており、使いみちは
町長の交際費支出基準に準じたものとなっています。 
　3年度に支出した内容は次のとおりです。 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

尾
張
北
部
権
利
擁
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

セ
ン
タ
ー
）
は
、
成
年
後
見

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
い

ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
が
、

そ
の
先
の
手
続
き
は
自
分
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
相
談
の
場
に
弁
護
士
等
を

配
置
す
る
な
ど
、
そ
の
先
の

申
請
な
ど
様
々
な
手
続
き
を

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
進
め
て
い

け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ

て
欲
し
い
と
思
う
が
、
町
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

 

相
談
者
の
対

応
に
は
、
そ

の
方
の
生
活
状
況
や
必
要
と

さ
れ
る
支
援
の
内
容
に
よ
り
、

弁
護
士
以
外
に
も
様
々
な
専

門
職
の
方
に
成
年
後
見
人
の

候
補
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
る
た
め
、
対
象
者

ご
と
に
丁
寧
に
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
進
め
ら

れ
る
相
談
体
制
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
運

営
協
議
会
に
提
案
し
て
い
き

た
い
。
 

問 

健
康
福
祉
部
長 

難
病
治
療
で
通
院
す
る

場
合
、
自
家
用
車
を
利

用
で
き
な
け
れ
ば
公
共
交
通

機
関
や
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
り
、
治
療
費
の

ほ
か
に
交
通
費
も
多
く
か
か

る
。
 

　
私
が
難
病
の
治
療
で
通
う

病
院
に
置
か
れ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
見
る
と
、
難
病
患
者

は
働
き
た
く
て
も
働
き
続
け

ら
れ
な
く
な
る
人
が
多
い
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
 

　
タ
ク
シ
ー
助
成
の
所
得
制

限
す
る
際
の
所
得
は
前
年
度

の
も
の
で
あ
り
、
今
あ
る
所

得
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、

そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
考
え

た
対
応
を
し
て
欲
し
い
が
。
 

 

他
の
タ
ク
シ

ー
助
成
と
も

兼
ね
合
い
が
あ
る
た
め
、
基

本
的
に
は
所
得
の
高
い
方
は

自
身
で
負
担
を
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
考
え
に
変
わ
り
な

い
。
 

　
今
回
の
質
問
を
機
会
に
担

当
課
で
協
議
を
し
た
が
、
仕

事
を
続
け
る
意
欲
は
あ
っ
て

も
病
気
が
原
因
で
仕
事
が
続

け
ら
れ
な
く
な
る
、
仕
事
の

継
続
が
難
し
く
な
る
と
い
う

現
状
が
あ
る
の
も
難
病
の
特

性
か
と
思
わ
れ
る
。
 

　
前
年
度
所
得
と
い
う
部
分

を
見
直
し
、
難
病
で
突
然
働

け
な
く
な
っ
た
方
に
対
し
て

は
、
タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
の

見
直
し
を
考
え
て
い
き
た
い
。
 

問 

健
康
福
祉
部
長 

タクシー助成の所得制限撤廃を 
部長 働けなくなった方について見直す 

難病患者支援 

相
談
か
ら
申
請
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
 

部
長 

負
担
軽
減
を
運
営
協
議
会
に
提
案 

成
年
後
見
制
度 

令和4年6月定例会 
一般質問（吉田議員） 

成年後見制度とは 
認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判

断能力の不十分な方々は、財産の管理や契約を結ぶ
ことなど、自分で行うことが難しい場合があります。 

このような判断能力の不十分な方々を保護し、支
援するのが成年後見制度です。 
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議
会
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再
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0587）95-1702（
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通

）　
 FA

X
 95-1454

令和4年度の議会新体制決まる 
一　般　質　問 

通学路の安全対策「ゾーン30の指定を広げられないか」 
子ども医療費助成「対象拡大について町長の見解は」 
成年後見制度「相談から申請のワンストップ化を」 

令和3年度政務活動費・議長交際費 

2～4 
8～14 
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議議会会だだよよりり  議会だより 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　夕方に公園で遊ぶ子供たちや乳児を連れたお
母さんたちが虫や蚊に追われる姿があるので快
適な空間にして欲しいです。 

（Oさん　下小口地区） 

　町内で空き巣被害などが多く、自動車盗難も
心配。防犯カメラを設置して空き巣や盗難の被
害が減少するようにして欲しいです。 

（Sさん　中小口地区） 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定 
9月 1日（木） 提案説明 
9月 6日（火） 一般質問 
9月 7日（水） 一般質問 
9月 9日（金） 質疑 
9月12日（月） 質疑・委員会付託 
9月14日（水） 総務建設常任委員会 
9月20日（火） 文教福祉常任委員会 
9月27日（火） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大大口口町町議議会会  
ホホーームムペペーージジ  
大口町議会 

ホームページ 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

9月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 

ほほらら、、ここんんななにに大大ききいいののががたたくくささんん採採れれたたよよ！！どどううややっってて食食べべよよううかかなな？？  
（（66月月1166日日　　南南保保育育園園　　じじゃゃががいいもも掘掘りり））  
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お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
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止
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れ
て
い
ま
す
。  

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
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が
求
め
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も
い
け
ま
せ
ん
。  

ご
理
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を
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願
い
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す
。

ご
理
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を
お
願
い
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ま
す
。  
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は
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、
お
酒
な
ど
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こ
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を
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の
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ほら、こんなに大きいのがたくさん採れたよ！どうやって食べようかな？ 
（6月16日　南保育園　じゃがいも掘り） おおぐち議会だより　No.233
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